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序章－経営学の存在

私は現在立命館大学で経営学を専攻する学生です。経営学部と言っても学ぶことができる分野は幅広く選択することができ、専門教科と平行して生物の生態系に関する授業をとっています。そして生物の生態系を勉強する内に、生態系にはある種の経営学とも捉えることができる考え方が存在していることに気が付きました。経営学にはマーケティングにはじまり、経済学、マネジメント、会計経理などの分野があります。しかし、それらが活かされる場は企業経営という限定されたものです。経営学というものが私たちの生活とも直結している生態系の中でどのように存在し働いているのかという点に目を向けたいものです。

１章－生態系という視点
　経営学が１つの学部として学生を世に送り出しているわけですが、さきほども申し上げましたように経営学とは決して企業や商店の経営の中でのみ活用されているわけではありません。言ってしまえば、私たちは両親から生命を授かるとともに人間としての経営責任を任されたと考えることもできます。それは私たち人間だけに限らず、生命を持つもの全てに当てはまることであると言えます。経営者たちはそれぞれの事業を同業者との競争に苦心しながらも存続させていますが、例えば植物の世界にもそういった生存競争は存在します。どちらも最終的には強いものが生き残るという仕組みの上での経営を迫られていることに変わりはありません。１つ違う点を挙げるとすれは、事業経営は失敗してもそうそう命を奪われる心配はありませんが、生存経営のそれは「種の存続」という命をかけた経営であるということです。

２章－生存競争
　経営学の１つにマーケティングという大きな分野が存在します。製品・価格・流通・広告などのあらゆる場面で利用されているマーケティングは、生産者から消費者への流通を円滑に行うための手段です。当然のことながら、マーケティングとは生産者の利益のために生み出された学問です。生物に置き換えますと、如何に自分たちの子孫を後世に残すことができるかという本能的な判断力と言えるでしょう。両者は生存競争という名目の下に様々な工夫を展開してゆきます。つまり一般的に言われる差異化戦略というものです。自社の製品やサービスが競合他社と「何がどう違うのか」を明確にアピールするという戦略であり、生態学の上ではそれらの現象を繁殖戦略と呼ばれて研究されています。この場合、経営学においては製品の品質（新鮮さ、味、丈夫さなど）・機能（触感、重さ、硬さ、便利さなど）・デザイン（色、材質、形など）・チャネル（DM、新聞、TV、雑誌、店頭呼びかけなど）などが差異化の対象として挙げる事ができます。それらは例えば植物の立場に当てはめてみると、花の色・大きさや作り、それから葉の色・大きさ・形、茎や幹の太さや高さなどであるといえます。品質や機能の特徴を明確にするということは、花粉を飛ばして繁殖をする植物にとってみれば花粉の大切な運び屋である昆虫を集客するための戦略かも知れないのです。企業が大きくなるに連れて経費などがかさんでいくように、植物とて大きな植物ほどその成長の過程でよりたくさんの栄養を必要とします。大きな花であるほど集客率が高まるという一定の傾向を考えると、栄養という資産の流用を考え、栄養（資金）と成長（設備投資）を繰り返しているといえます。植物はそれこそ栄養の損失と昆虫集めという２つの軸からなる損益分岐点を計算するかのごとく、植物の花の大きさは成り立っているのです。

もちろん植物も子孫を残すことだけにとらわれていてはいけません。それでは結果的には無理のある経営を続けてしまった末に倒産してしまったそごうのようになってしまいます。子孫を残すためには今の自分がしっかりしている必要があるということです。2001年11月9日のニューヨーク同時多発テロ事件は航空会社にとっても悲劇でした。企業が資産運用を誤った場合でもすぐに倒産してしまわないように資本を蓄えておくのと同じように、植物も自然災害などから身を守る、自分を支える茎への気配りも行っています。植物がそこら中に生えていることは至って当たり前の情景ではありますが、だからこそ経営学とは私達にとっても身近なものであるという裏づけとは言えないでしょうか。

３章－分解者とは何か

　経営学とは広い分野でありますが、お金の循環を構成しているものは生産者・卸売業者・小売業者・消費者という流れです。生産者が生産した商品が卸売業者から小売業者へと利益と引き換えに流れ、最後は消費者に消費されていく仕組みは実際にどこでも見ることができる販売までの形態です。殆どのものが実際その小売業から消費者へとう家庭の上で成立しているのですが。
　さて、同じように生態系を学ぶ上で、必ず出てくる言葉があります。それは自然界の物質を循環させている仕組みである生産者・消費者・分解者の３つです。生産者とは実際に商品を製造･販売している企業と同じように、光合成を行って炭水化物から酸素を生んでいる植物全般をさしています。つまり植物にとっての生産材料は半永久的に照り続ける太陽であると考えられます。また、消費者とはその植物が生み出した炭水化物などのエネルギーを消費する部類の者で、一般的には動物のことをさしています。そして分解者があります。分解者とはすでに機能を失ってしまった（自然界では死を意味する）生産者と消費者をまとめて新しく使えるようにし、生産者の生産者として活躍するものです。自然界では微生物がそれにあたり、物質の循環の保つ上で一番大切であり大きな仕事をこなしている。もちろん絶対数では分解者が圧倒的に多いことは言わずと知れていることである。
　ではこの食物連鎖と呼ばれている生産者→消費者というシステムを循環させるために存在している分解者というものは、さきほど話した経営学において一体どんな働きをしているのだろうか。リサイクルという言葉をよく聞きますが、それらは主に生産者であるから企業から発せられていることが多いのです。生産者が分解者の役割をも担うことでなんとか循環しているのがこの世の中なのでしょうか。いいえ、それは違います。分解者はちゃんといました。生産者と消費者を客観的に眺めることができる機関。それが政府ではないでしょうか。政府という存在が税金という名目で生産者と消費者のエネルギーをかき集め、それらを新しいエネルギーに振り分けて循環させていくという役割が政府には課せられているのであると考えます。生態系の中で最も分解者の責任が大きいということもこれで理解できるのではないでしょうか。
４章－経営学の意義
　自然界と人間社会というのはエネルギーとお金という違いはあれど、非常に似通った循環の上に成り立っているものであることが分かりました。この論文が読まれる意味は決して生態学への招待ではありません。あくまでも経営学の再確認です。経営学というものが単に幅広い分野であると言うだけではなく、視点を変えることによってはあらゆる命あるものにそれらの努力を垣間見ることができるということ。これが、経営学を学ぶということがとても魅力的であろうことの証明の１つであるということが伝われば幸いです。
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